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作物名：かき 
病害虫名：円星落葉病（病原：Mycosphaerella nawae） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 被害の特徴と診断のポイント 
 主に葉に発生する。 

 通常は９月上旬頃から発生するが、夏季後半頃から発生がみられる場合もある。 

 始め円形の小黒点が形成され、症状が進むと赤褐色や灰緑色の円形～不整形病斑を形成する。 

 多発時は、激しく早期落葉する。 

 かきの落葉期は晩秋期であり、夏季後半～秋季前半に落葉する場合は、本病又は角斑落葉病による

早期落葉の可能性が高い。 

 

２ 伝染源・伝染方法 
 本病原菌は、落葉した被害葉で越冬する。この被害葉から、５月頃から子のう胞子が風雨により飛散し

て感染する（一次感染）。 

 主な感染時期は５～７月で、数か月の潜伏期間を経て、９月上旬頃から発生する。 

 被害葉からは二次感染しない。 

 

３ 発病しやすい条件 
 本病害は落葉した被害葉からの感染であり、被害葉を放置すると翌年発生しやすくなる。 

 

４ 防除方法 
 春季までに、落葉を処分する。落葉は、ほ場内に放置しない。 

 ５～７月に、本病に登録のある殺菌剤を散布する。 

 発病がみられる時期は感染が完了しており、殺菌剤散布は効果がない。 

 風通しの良い樹形に努め、薬液が樹冠全体に届くようにする。 
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